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本研究の目的は，学級活動における児童の役割と，探究的な学びの姿につながる概念であるエンゲージメント
































意欲的な状態を示す（Christenson, Reschly, & Wylie, 
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ト」といい，落ち着きがない状態や不満げな状態，気













ている（Connell, 1990；Fredricks et al., 2004；Furrer & 































互交流が重要であるとした知見（Johnson, Johnson, & 
Smith, 1998）や役割分担が学習活動を促進するという
知見（Barkley, Cross, & Major, 2005 安永監訳 2009），
学習活動を進める上で計画を立てることが重要である






















































brink-Garcia & Patall, 2015），授業観察データ，行動指標，
教師による他者評定など，多様な測定方法を併用する
ことが重視されている（鹿毛，2018；Wigfield, Cam-

































































































































































































































































































































































































































































合い活動には，積極的な相互交流（Johnson et al., 
1998；梅本ら，2018）や，学習活動上での役割分担
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